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今月号のここがポイント！

1 題目では，海洋プラスチックごみ問題の解決に寄与すると期待される海洋生分解

性プラスチックについて論じていただきました。分解開始時期や分解速度が制御され

た「時限生分解性プラスチック」の開発のもととなる知見や技術について，実例を交え

て解説していただきました。

2 題目では，海洋をはじめ様々な自然環境下で容易に生分解するポリエステルを，

微生物に生産させる技術について解説していただきました。このポリエステルはバイ

オマスや二酸化炭素を原料として生産することができ，カーボンニュートラルの側面

からも注目されます。

3 題目では，GC や LC とは異なる分離モードを有する新たな分離手法として注目さ

れている超臨界流体クロマトグラフィー (SFC) について，基礎的な内容から解説して

いただきました。技術革新や法令改正などにより導入のハードルも下がっている SFC

の魅力を知っていただく機会となればと思います。

4 題目は，大阪産業技術研究所森之宮センターで開発された，様々な液体を増粘・

ゲル化できる低分子ゲル化剤の紹介です。合成が容易でコスト面でも優れており，化

粧品や医薬品をはじめとする様々な分野の製品での利用が期待されます。
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